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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

  

前 年 度 ま で の 研 究 の 方 向 性 、分 析 視 点 に つ い て 、予 備 論 文 の 審 査 コ メ ン ト を 勘 案 し 再 考 し た。

主 に 以 下 の 点 を 中 止 に 年 度 前 半 は 研 究 を 進 め 、 後 半 に 総 括 を 行 っ た 。  

1 .  シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 、 ト ラ ン ス マ イ グ レ ー シ ョ ン 等 に 関 す る 先 行 研 究 の 検 証 。 イ ギ リ ス 等

の 海 外 事 例 に も 着 目 し 、 研 究 を 行 う 。  

2 .  元 留 学 生 対 象 の イ ン タ ビ ュ ー 調 査 、 会 話 分 析 の 続 行 と 分 析  

3 .  留 学 生 の 就 職 に 関 す る 企 業 側 の 意 向 イ ン タ ビ ュ ー  

 

4 年 間 に わ た る 研 究 を 最 終 的 に 博 士 論 文 に ま と め 提 出 す る と 同 時 に 、提 出 後 も 本 テ ー マ に 関

す る 研 究 を 継 続 し た 。  

 

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔    留学生の就職   〕 〔 シティズンシップ 〕 〔 移住 〕 



※ ホームページ等で公表します。（様式２－１）  
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 

本 年 度 は 、 計 画 に 沿 っ て 研 究 を 進 め 、 博 士 論 文 を 完 成 し 本 提 出 す る こ と に 注 力 し た 。 以 下 に

研 究 成 果 と し て 論 文 概 要 を 記 す 。  

『 就 職 に 係 る 意 識 構 造 と 人 の 越 境 移 動 と の 関 係 性 の 研 究  

－ 留 学 生 の 移 住 志 向 の 分 析 か ら － 』  

背 景 お よ び 目 的  

2008 年 、 日 本 政 府 は 「 留 学 生 30 万 人 計 画 」 を 打 ち 出 し た 。 こ の 中 で は 、「 労 働 力 と し て の 高 度

外 国 人 人 材 受 入 れ 」と 明 記 さ れ 、留 学 生 を 労 働 人 材 と 捉 え る 姿 勢 が 前 面 に 出 さ れ て い る 。留 学 生 受

入 れ の 経 緯 を ふ り か え る と 、 こ れ ま で は 1983 年 に 中 曽 根 首 相 （ 当 時 ） に よ っ て 掲 げ ら れ た 「 留 学

生 受 入 れ 十 万 人 計 画 」の も と に 「 知 的 国 際 貢 献 」 を そ の 目 的 と し て 進 め ら れ て き た 。こ の 留 学 生 受

入 れ 10 万 人 は 2003 年 5 月 に 達 成 さ れ 、 現 在 の 留 学 生 数 は 145 ,909 人 (2010 .1 現 在 )と な っ て い る 。

そ も そ も 留 学 生 は 短 期 的 な 滞 在 者 で あ り 、 日 本 社 会 の 構 成 員 と し て 見 な さ れ ず 、 彼 ら の 受 入 れ は 、

社 会 政 策 の 対 象 と さ れ て こ な か っ た 。し か し 今 で は 、高 度 外 国 人 材 と 位 置 づ け ら れ た 彼 ら の 動 向 が 、

経 済 界 、 政 界 を 始 め と し て 、 重 要 な 議 論 の 対 象 と な っ て い る 。留 学 生 受 入 れ が 、 日 本 社 会 に お け る

外 国 人 受 入 れ 全 体 に 、更 に は 日 本 の 産 業 界 等 に 、こ れ ま で 以 上 に 影 響 を 及 ぼ す 時 代 に な っ て き て い

る と 言 え よ う 。  

本 論 文 で は 、 以 上 の よ う に 、 日 本 政 府 が 留 学 生 受 入 れ に 関 し て 「 知 的 国 際 貢 献 」 か ら 「 労 働 力 と

し て の 高 度 外 国 人 材 受 入 れ 」へ 、と 大 き く 政 策 転 換 し た 状 況 に 着 目 し 、留 学 生 の 意 識 構 造 と 移 住 志

向 の 関 係 性 に つ い て 、〈 居 場 所 感 〉 の 概 念 を 用 い て 調 査 ・ 分 析 を 行 う  

研 究 の 対 象 お よ び 枠 組 み ・ 方 法  

本 論 文 で は 、 留 学 生 と 留 学 の 後 、 日 本 で 就 職 し て 働 く 元 留 学 生 社 会 人 を 対 象 と す る 。「 留 学 生 」

と い う 限 定 的 な 枠 組 み で は な く 、 彼 ら を 移 住 者 ・ 移 民 と 認 識 し 、「 居 場 所 感 」 の フ レ ー ム ワ ー ク を

用 い て 研 究 を 行 っ た 。シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 概 念 お よ び 、「 Sense  o f  B e long ing」 (帰 属 意 識 )の 視 点 を

も と に 、 8 つ の 構 成 要 素 か ら な る 独 自 の 「 居 場 所 感 」 と い う フ レ ー ム ワ ー ク を 導 き 出 し た 。 そ し て

「 居 場 所 感 」の 多 面 的 な 視 点 か ら 見 る こ と に よ り 、留 学 生 お よ び 元 留 学 生 社 会 人 を 日 本 社 会 へ の 包

摂 の 対 象 と し 、 彼 ら の 移 住 ・ 定 着 の 意 向 に つ い て の 検 証 を し て き た 。  

日 本 社 会 に お い て は 従 来 、 移 民 受 入 れ 、 社 会 の 多 文 化 化 、 外 国 人 労 働 者 受 入 れ 問 題 等 は 、あ ま り

表 面 化 さ れ て こ な か っ た 話 題 で あ る 。よ っ て こ れ ら 外 国 人 受 入 れ に ま つ わ る 理 論 や 定 義 は 一 般 的 に

馴 染 み が 薄 い 。  

そ こ で ま ず 、 本 論 文 で は 、「 留 学 生 の 越 境 移 住 ・ 移 動 」 に 関 わ る 国 内 外 の 先 行 研 究 を 検 証 す る こ

と に よ り 、 本 テ ー マ に 係 る 理 論 の 構 築 を 試 み た 。 ま た 、 最 近 の 社 会 的 動 向 や 政 策 か ら も 、本 稿 に 有

益 と 考 え ら れ る 概 念 や キ ー ワ ー ド を 整 理 し 、本 稿 の 分 析 の 枠 組 み を 確 定 し た 。そ し て 先 行 研 究 で 得

ら れ た 知 見 を も と に 、当 事 者 の 意 見 や 事 例 を 重 視 し 、二 つ の 調 査 を 実 施 し た 。こ れ ら の 調 査 に お い

て 得 ら れ た 当 事 者 の 意 見 や 、彼 ら の 抱 え る 課 題 を「 居 場 所 感 」の フ レ ー ム ワ ー ク を 用 い て 分 析 す る

こ と に よ り 、 留 学 生 の 意 識 構 造 を 探 り 、 彼 ら の 日 本 定 着 を 含 め た 移 住 の 志 向 に つ い て 考 察 を し た 。  

構 成 お よ び 概 要  

本 論 文 は 、 大 き く 理 論 編 (第 1 章 ・ 第 2 章 )と 実 証 編 (第 3 章 ～ 第 7 章 )に 分 け ら れ る 。  

序 章   

第 １ 章  留 学 生 の 移 住 者 性 の 考 察  

第 ２ 章  シ テ ィ ズ ン シ ッ プ と 〈 居 場 所 感 〉  

第 ３ 章  留 学 生 受 入 れ 概 念 の 転 換 と 定 着 へ の 着 目  

第 ４ 章  〈 居 場 所 感 〉 概 念 の 構 築  － 移 住 に 関 わ る 意 向 調 査 か ら 見 え る も の －   

第 ５ 章  〈 居 場 所 感 〉 と 日 常 生 活 課 題  － 居 住 問 題 を め ぐ っ て －  

第 ６ 章  就 職 活 動 と 〈 居 場 所 感 〉  － 留 学 生 の 意 向 と 課 題 －  

第 ７ 章  元 留 学 生 社 会 人 と 〈 居 場 所 感 〉  － そ の 意 識 構 造 の 把 握 を 試 み て －  

第 ８ 章  〈 居 場 所 感 〉 概 念 の 総 合 的 考 察  

ま と め の 考 察  

本 論 文 で は 、 シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 概 念 に 基 づ く 〈 居 場 所 感 〉 を フ レ ー ム ワ ー ク と し て 、 留 学 生 や

元 留 学 生 社 会 人 の 意 識 構 造 と 移 住 志 向 の 関 係 性 に つ い て 、 調 査 ・ 分 析 を 行 っ て き た 。  

 



 

研究成果の概要 つ づ き  

シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 概 念 は EU や オ ー ス ト ラ リ ア に お い て も 、 そ も そ も ナ シ ョ ナ ル な 範 疇 で し か

用 い ら れ て こ な か っ た 。し か し 、移 民 の 受 け 入 れ や 定 着 が 進 行 す る に つ れ て 、外 国 人 に 対 し て の シ

テ ィ ズ ン シ ッ プ や 、 Sense  o f  Be long ing が 議 論 さ れ 、 国 家 /社 会 の メ ン バ ー シ ッ プ の 問 い 直 し が 喫

緊 の 課 題 と さ れ て い る 。一 方 日 本 に お い て は 、単 一 民 族 で あ る 特 性 等 か ら 、歴 史 的 に 外 国 人 は 同 じ

住 民（ 市 民 ）と し て 理 解 さ れ て き て お ら ず 、社 会 的 に 排 除 さ れ て き た 存 在 で あ る と 言 え る 。し か し 、

今 や 留 学 生 を「 高 度 外 国 人 材 」と し て 受 入 れ 、そ の 定 着 を 推 進 す る 姿 勢 を 日 本 政 府 が 打 ち 出 し て い

る 背 景 を 鑑 み る と 、彼 ら を 単 に 労 働 力 と し て み る の で は な く 、社 会 的 な 包 摂 の 対 象 と し て 認 識 し な

お す こ と が 求 め ら れ て い る と 考 え る 。本 論 文 で は 、移 住 者 と し て の 元 留 学 生 社 会 人 に つ い て 、シ テ

ィ ズ ン シ ッ プ の 概 念 を 用 い 、彼 ら の「 居 場 所 感 」と の 関 係 性 を 追 求 す る こ と に よ り 、ト ラ ン ス ナ シ

ョ ナ ル な 存 在 と し て の 留 学 生 ・ 元 留 学 生 社 会 人 の 包 摂 ・ 定 着 の 可 能 性 を 探 っ て き た 。  

本 稿 で の 考 察 か ら は 、留 学 生 の 日 本 社 会 で の 就 職 希 望 は 確 実 に 高 ま り 、実 際 に 彼 ら の 日 本 に お け

る 就 職 率 も 増 加 傾 向 に あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。し か し 、彼 ら の 日 本 社 会 へ の 包 摂・定 着 が 実 現

で き て い る と は 言 い 難 い 状 況 も 浮 か び 上 が っ て き た 。 経 済 界 で は 、 留 学 生 を 「 高 度 外 国 人 材 の 卵 」

と 位 置 づ け 、そ の 受 入 れ 推 進 を う た っ て い る 。し か し 日 本 政 府 の 留 学 生 受 入 れ の 目 的 は 、今 の 社 会

に お い て 日 本 人 で 充 足 し き れ な い 労 働 ポ ス ト に 、彼 ら を あ て は め る た め で あ り 、依 然 と し て「 労 働

す る 人 材 」と し て の 受 入 れ 計 画 を 踏 襲 し て い る と 考 え る 。少 子 高 齢 化 に よ る 労 働 力 不 足 へ の 補 充 な

ど 、「 補 充 ・ 埋 め 合 わ せ 」 の た め の 移 民 受 入 れ で あ り 、 あ く ま で 日 本 社 会 側 の 都 合 に よ り 、 想 定 す

る 枠 内 に「 あ て は め る こ と 」で あ っ た 。そ も そ も 、 日 本 に お け る 外 国 人 受 入 れ に 関 す る 議 論 は 、マ

イ ノ リ テ ィ の 人 々 の 問 題 と し て 扱 わ れ 、マ ジ ョ リ テ ィ ＝ 日 本 人 と は 切 り 離 さ れ た 社 会 問 題 と し て 捉

え ら れ て き た 傾 向 が 強 い 。  

ま た 、留 学 生 の 受 入 れ に 関 し て 、大 学 側 か ら の 教 育 政 策 と し て み て み る と 、文 部 科 学 省 の 掲 げ た

「 30 万 人 計 画 」 に 準 拠 し 、 留 学 生 を 増 加 さ せ る こ と 、 加 え て 、 卒 業 ・ 修 了 後 も 日 本 社 会 へ の 定 着

を 促 す こ と が 指 標 と さ れ て き て い る 。少 子 化 に よ る 日 本 人 学 生 の 減 少 を 補 う た め に 、留 学 生 に 数 字

上 の 期 待 を か け る と い う 意 図 の も と 、各 大 学 は 種 々 の 留 学 生 受 入 れ プ ロ グ ラ ム を 打 ち 出 し て い る 現

状 で あ る 。  

し か し 、彼 ら が 来 日 し 、住 民（ 市 民 ）と し て 住 む 上 で 重 要 な 社 会 的 側 面 を 見 る と 、彼 ら は 未 だ に

社 会 の 構 成 メ ン バ ー の 外 側 に い る カ テ ゴ リ ー と 見 ら れ 、彼 ら に 対 す る 何 か し ら の 包 摂 の 施 策 が 取 ら

れ て い る と は 言 え な い 。 こ の よ う な 状 況 か ら も 、「 シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 」 と い う 概 念 を 視 座 に 据 え る

こ と よ っ て 、留 学 生 や 元 留 学 生 社 会 人 の 諸 課 題 を 、同 一 コ ミ ュ ニ テ ィ 内 の 人 間 、と い う 観 点 か ら と

ら え る 姿 勢 を 明 確 化 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。  

本 論 文 で は 、「〈 居 場 所 感 〉実 現 い か ん が 、留 学 生 の 移 住 志 向 を 決 定 づ け る の で は な い か 。」と い

う 問 題 意 識 の も と 、そ の 論 証 を 試 み て き た 。考 察 か ら は 、彼 ら は 、場 所 、期 間 、立 場（ 雇 用 形 態 ）、

条 件 等 、様 々 な 要 素 が 揺 れ 動 く 中 で「 ど こ に 住 む か 」の 意 志 決 定 を し 、仕 事 先 、居 住 地 を 決 定 し て

い る 姿 が 明 ら か に な っ た 。更 に は 、日 本 に お い て 就 職 を 希 望 し 、無 事 就 職 先 を 見 つ け る 中 に も 、彼

ら の 感 情 は 出 身 国 と 日 本 と の 間 を 頻 繁 に 揺 れ 動 い て い た 。そ こ で は 、短 期 的 、長 期 的 も し く は 流 動

的 、固 定 的 な 要 素 を 併 せ 持 つ〈 居 場 所 感 〉の 持 ち よ う が 確 実 に 影 響 を 及 ぼ し て い る こ と が 明 ら か に

な っ た 。ま た 、彼 ら に と っ て〈 居 場 所 感 〉は 複 数 の 場 所  (国・地 域 )に 持 ち う る も の で あ り 、国 境 を

越 え た 移 動 の 自 由 性 を 持 っ た 移 住 者 で あ る こ と が 彼 ら の 特 性 で あ る と 言 え た 。  

留 学 生 は 、日 系 人 等 の 定 住 者 や 日 本 人 配 偶 者 等 と 比 較 し 、日 本 社 会 へ の 拘 束 力 の 弱 い 移 住 者 で あ

り 、自 分 た ち の「 自 由 意 志 」で 働 く 場 所 、住 む 場 所 を 選 択 す る 。自 ら 選 択 す る 留 学 生 に と っ て 、〈 居

場 所 感 〉の 構 築 い か ん が 、ど こ で 、ど の よ う に 働 き 、暮 ら す か を 決 定 づ け る も の で あ り 、日 本 で の

〈 居 場 所 感 〉実 現 が 、日 本 で 就 労 す る 強 い 牽 引 力 と な る 。そ れ だ け に 彼 ら は〈 居 場 所 感 〉に よ っ て 、

そ の 移 住 場 所 を 変 え 、 移 動 す る 可 能 性 が 高 い 、 ト ラ ン ス ナ シ ョ ナ ル な 存 在 で あ る と い え よ う 。  

今 後 、高 度 外 国 人 材 と し て 留 学 生 受 入 れ の 風 潮 が 加 速 す る こ と は 間 違 い な い 。現 在 は 、ま だ 彼 ら

に 対 す る 社 会 的 包 摂 が 実 現 し て い る 状 況 で は な い が 、近 い 将 来 、欧 米 諸 国 と 同 様 に 、留 学 後 の 日 本

社 会 へ の 定 着 、そ し て 彼 ら の シ テ ィ ズ ン シ ッ プ の 課 題 に 係 る 議 論 は 今 以 上 に 活 発 に な ら ざ る を え な

い で あ ろ う 。従 前 の 日 本 社 会 の 枠 組 み に 当 て は め る ば か り で な い 、彼 ら の 定 着 、そ し て 、日 本 社 会

に お け る 長 期 的 な 活 躍 の 方 策 を 更 に 探 っ て い く 必 要 性 を 、本 研 究 を 通 し て 再 認 識 し た 。本 研 究 に お

い て は 、留 学 生 や 元 留 学 生 側 の 考 察 や 、一 部 企 業 の 意 向 に つ い て の 検 証 を し た も の の 、地 域 コ ミ ュ

ニ テ ィ 側 か ら み た 検 証 を す る に は 至 ら な か っ た 。今 後 、留 学 生 、元 留 学 生 社 会 人 、そ し て 受 入 れ 企

業 等 を 多 角 的 に 捉 え 、 更 な る 研 究 を 継 続 し て い き た い 。  

※  こ の （ 様 式 ２ ） に 記 入 の 成 果 の 公 表 を 見 合 わ せ る 必 要 が あ る 場 合 は 、 そ の 理 由 及 び 差 し 控 え 期 間 等

を 記 入 し た 調 書 （ Ａ ４ 縦 型 横 書 き １ 枚 ・ 自 由 様 式 ） を 添 付 す る こ と 。  



（様式３）  

立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 院 生 － 報 告  

 

研究発表（研究によって得られた研究経過・成果を発表した①～④について、該当するものを記入してください。該当するものが多い場

合は主要なものを抜粋してください。） 

①雑誌論文（著者名、論文標題、雑誌名、巻号、発行年、ページ） 

②図書（著者名、出版社、書名、発行年、総ページ数） 

③シンポジウム・公開講演会等の開催（会名、開催日、開催場所） 

④その他（学会発表、研究報告書の印刷等） 

 
 
①  論文  

  投 稿 論 文 （ 査 読 付 ）  
著 者 名 ：  原 田 麻 里 子  
論 文 標 題 ： 居 住 問 題 に お け る 外 国 籍 住 民 と 地 域 社 会 の 関 係 性 の 考 察  

－ 接 触 仮 説 を 用 い て －  
雑 誌 名 ：  「 東 京 大 学 留 学 生 セ ン タ ー  教 育 研 究 論 集 」  
発 行 」   東 京 大 学 留 学 生 セ ン タ ー  
巻 号 ：    VOL16 
発 行 年 ：   2010 年  
ペ ー ジ ：   57-69 頁  

 
  投 稿 論 文 （ 査 読 付 ）  

著 者 名 ：  原 田 麻 里 子  
論 文 標 題 ： 留 学 生 の 就 職 プ ロ セ ス に 関 す る 一 考 察  

－ 大 学 に お け る キ ャ リ ア 相 談 ・ 支 援 現 場 か ら み た 現 状 と 課 題 －  
雑 誌 名 ：  「 留 学 生 交 流 ・ 指 導 研 究 」  
発 行 ：   国 立 大 学 留 学 生 指 導 研 究 協 議 会  
巻 号 ：    VOL12 
発 行 年 ：   2010 年  

 
  依 頼 論 文  

著 者 名 ：  原 田 麻 里 子  
論 文 標 題 ： 留 学 生 の 就 職 支 援  

－ 留 学 生 相 談 現 場 か ら み た 現 状 と 課 題 －  
雑 誌 名 ：  「 移 民 政 策 研 究 」  
発 行 ：   移 民 政 策 学 会  
巻 号 ：    VOL２  
発 行 年 ：   2010 年  
ペ ー ジ ：   6-24 頁  

 
   ④学 会 発 表  

  学 会 名 ：  移 民 政 策 学 会  
大 会 名 ：  2009 年 度 第 2 回 研 究 大 会  
日 時 ：  2009 年 5 月 16 日  
開 催 場 所 ： 明 治 大 学  
タ イ ト ル ： 留 学 生 の 就 職 支 援  

－ 留 学 生 相 談 現 場 か ら み た 現 状 と 課 題 －  
 

  学 会 名 ：  多 文 化 関 係 学 会  
大 会 名 ：  2009 年 度 第 8 回 年 次 大 会  
日 時 ：  2009 年 10 月 18 日  
開 催 場 所 ： 関 西 大 学  
タ イ ト ル ： 留 学 生 の 就 職 に 関 す る 考 察  
       － 受 け 入 れ 社 会 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 視 点 か ら －  

 
  学 会 名 ：  21 世 紀 社 会 デ ザ イ ン 研 究 学 会  

大 会 名 ：  2009 年 度 第 ４ 回 年 次 大 会  
日 時 ：  2009 年 12 月 6 日  
開 催 場 所 ： 立 教 大 学  
タ イ ト ル ： 外 国 人 住 民 と 地 域 防 災  
       － 地 域 社 会 に お け る 相 互 理 解 の 視 点 か ら －  

 

④  その他  

    移 民 政 策 学 会  理 事  

        

 


